
またやる気を失わせないようにしつつも、【思

考・判断・表現】する姿を見取るためにどのよ

うな活動を行うのがよいのか、今後も試行錯誤

が求められそうです。

　また、【主体的に学習に取り組む態度】の

「自己調整」については、児童が「自己調整の

方法」を知ることが必要であり、自己調整する

場面が確保されなければ見取ることはできませ

ん。さらに、自己調整する力は、外国語科だけ

で身につくものではありません。そのため、例

　学習評価に関する資料を読んでも、いまひと

つはっきり伝わってこない「実際」の指導と評
価。山川先生の報告には、「これが知りたかっ

た！」と思える5年生1学期の評価実践がわか

りやすくまとめられています。公立小学校での

実践で、評価についてこれだけ緻密に計画でき

るということは、多くの先生方の励みになるで

しょう。山川先生の評価計画が優れている理由

は、①昨年度の評価実践をもとに今年度の評価

計画を立てている、②指導体制や授業準備が

充実しており、そのことがすばらしい実践につ

ながっている、③「話すこと［やり取り］」のパ

フォーマンス・チャレンジのねらいが明確で、

評価が難しいところです。

　そこで、毎回の授業後に「学習の振り返り」

を行う時間を設定し、外国語科のファイルに振

り返りプリントを綴じて残すようにしました。

プリントでは、Let’s listen.やLet’s try.など、

その時間に取り組んだ活動について、CAN-

DO形式で問うようにします。CAN-DO形式で

はありますが、「できる・できない」の2択で

はなく、「どこまでできるようになったか」に

目を向けるため、4択でいちばん近いものに丸

を付けるようにしています。これを積み重ねる

ことで、「できなかった」という思いではなく、

「できるようになってきた」という自己有用感

を高めていくことを目ざしています。また、自

由記述欄には「知ったこと、わかったこと、考

えたこと、これからがんばりたいこと」を記述

することを伝え、振り返りの中で、メタ認知的

に自分を捉えたり、自己調整したりする視点を

身につけていけるように工夫しました。

　You Can Do It!の前には、児童とパフォー

マンスの評価観点（図3）を共有し、単元の目標
に加え、児童自身の目標を設定するようにしま

した。振り返りの活動を続け、また過去のプリ

ントを見返しながら自身の成長を考える機会を

もつことで、少しずつではありますが、「これ

までの姿から未来のことを考える」振り返りの

様子が見られるようになってきています。

　担任の先生方と一緒に授業づくりを行ったり、

授業の中で児童の学びの様子を見たりする中

で、各領域における評価について、「見取り方」

というものが少しずつ見えてきた一方、実践を

積めば積むほど、評価することの難しさを実感

しています。

えば振り返りのしかたをすべての教科・領域で

統一したり、発達段階に応じた振り返りのしか

たについて学校全体で議論をしたりしていかな

ければならないでしょう。

　評価についてはまだまだ課題も多いのですが、

それを解決しようと模索することは、児童の成

長を見取る活動を見いだし、授業力を向上させ

ることにもつながります。2学期以降も、児童

が自ら学びを深め、育っていく姿を見取れるよ

う、取り組みを続けていきたいと思います。

児童の実態に合わせて作成されたルーブリック

が活用されている、④「話すこと［発表］」では、

指導の中で【思考・判断・表現】を見取れるよ

うな発表の工夫がなされていること、等が挙げ

られます。

　小学校の教育課程全体で指導と評価を捉えて

おり、学校が児童をどう育てていくかという、

評価のその先までを考えさせられる実践です。

「聞くこと」の評価に関しては多くの課題がある

ことも認識しており、「聞くこと」の【思考・判

断・表現】の見取りをどのように工夫されてい

くか、今後が楽しみです。

　その中でも、「5領域の中のいわゆる『受容

スキル』をどのように見取るのか」というとこ

ろには課題を感じています。「聞くこと」につ

いての評価では、各単元のLet’s listen.での様

子や、パフォーマンス・チャレンジでの指導者

からの発話への反応をもとに評価を行いました。

しかし、特に【思考・判断・表現】の評価につ

いては「この方法で正しく評価できているの

か」という疑問が残りました。「聞くこと」の

【思考・判断・表現】を評価するためには、「正

しく聞き取れているか」にとどまらない「聞き

取り活動」が必要となります。Let’s listen.な

どを活用して評価するためには、音声を聞いて

線を結ぶ活動で終わらせず、音声や映像を視聴

させる前に、児童の思考や判断が伴うような問

いかけを行ったり、思考の過程が見えるような

ワークシートを活用したりすることも必要にな

ります。児童への過度な負担とならないように、
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充実した指導が導く
児童と教師のための評価

     月    日 

Goal: 教科や曜日など，時間割を伝えることができる。 

■自分のめあて。 

 

Ａ 自分の「夢の時間割」を伝えることができますか。 

 

Ｂ 聞き手に自分の思いを伝えられるような発表ができますか 

 

Ｃ 学習した表現をまちがえずに使って，最後まで発表できますか。【知・技能②】 

 

■今日の学習を振り返りましょう。また，発表本番に向けて，準備や改善が必要だと思う

ことを書きましょう。 

 

 

５年    組    番  名前                                         
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り，お気に入りの
教科を伝えたりで
きる

最後までは
まだむずか
しい

原こうやお
手本を見な
がら

時々はまち
がえるが，
最後まで

つまらず，
まちがえず，
最後まで

図3  パフォーマンスの評価観点

2学期に向けて
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